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3２０１９（令和元）年１０月　広報一宮

字、日本語のあいさつを教える活動をしています。外国

人の方を支える活動に、あらためて感謝いたします。

　一宮市にはニュージーランドとイタリア国籍の国際交

流員２人が在籍し、小中学校で出身国の文化を紹介する

国際理解授業を行っています。国際交流員は日本語が得

意で、生きた外国文化に自然に触れ合える良い機会とな

っています。

　小学校では、来年度から学習指導要領が変わり、３年

生から「外国語活動」が週１回（４５分授業で年間３５時間）

行われます。中学校でも再来年度から取り扱う単語の数

が「１，２００語程度」から「１，６００～１，８００語程度」に増え、

「互いの考えや気持ちなどを伝え合う対話的な言語活動」

が重視されることになります。

　一宮市では他市に先駆け、２００１（平成１３）年度より全

小学校に外国人の英会話指導員を派遣してきました。文

部科学省から２００６（平成１８）年度に「英語教育特区」、

２００９（平成２１）年度からは「教育課程特例校」の認定を

受け、小学校３年生から「英語活動科」を教育課程の中

に位置付けて実践を進めてきました。自分の思いを伝え

ることや郷土の一宮を紹介する題材を取り入れて、積極

的なコミュニケーション能力を育ててきました。

　総務省の外郭団体に「一般財団法人　自治体国際化協

会」通称ＣＬＡＩＲ（クレア）があります。クレアはニュ

ーヨークや北京など世界に７カ所の事務所を持っていま

す。本年度から本市職員の清水健太主査を派遣していま

すが、来年４月から２年間シンガポール事務所に勤務す

ることになっています。

　知事や市長がその国を訪問するときのアテンドや、国

内の地方自治体からの依頼を受け調査レポートを作成す

るなど、慣れない環境で大変でしょうが、しっかり役目

を果たし、成長して戻ってきて欲しいと期待しています。

国際化がさらに進んでゆく「令和」の時代に一宮市がし

っかり対応できるようにオール一宮市で取り組んでいき

ます。

　１９８９（平成元）年 ４ 月の２， ２９４人が、 「国際化」 と言われた

「平成」の時代に増え続け、２０１９（平成３１）年４月には

６，３６８人、市の人口に占める外国人の割合は１．６５％とな

りました。それでも、全国平均２．０９％、愛知県平均３．３５％

（県内３８市中、最高は高浜市７．３５％）と比べると低い水準

です。

　国別の割合をみると、１９８９（平成元）年は韓国・朝鮮

で８５％でしたが、２０１９（平成３１）年で上位はフィリピン

２６％、中国２５％、韓国１４％と大きく変化しています。最

近は、ベトナム、フィリピン、カンボジアが増加し、韓

国が減少する傾向です。

　一宮市では、日本語が苦手な外国人の方が転入などの

各種手続きを行うとき、英語や中国語、ポルトガル語な

ど１３カ国語に対応した「テレビ電話による通訳サービス」

を行っており、安心して手続きしていただけます。保健

センターでも今年度からタブレットを配備して、外国人

の妊産婦さんの自宅を訪問するときに、この通訳サービ

スを活用しています。

　小中学校では、今後も増え続

ける外国人の児童や生徒に対し、

日本語指導員の増員や母国語に

合わせた指導員の確保など、支

援体制を整えていきます。市の

国際交流協会は、市内４カ所で無料の日本語教室を開い

ています。市民ボランティアの皆さんが、ひらがなや漢

すすむ「国際化」

外国人の増加

小中学校での英語教育など

一宮市職員も外国に転勤します
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